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0 はじめに

学校教育法五一条 （高等学校における教育の目標）

三 個性の確立に努めるとともに，社会について，広く深い理解と健全な批判力

を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと。

社会の期待に応える教育改革の推進(文部科学大臣、平成２４年６月４日)

•社会構造の変化に対応するための初等中等教育システム改革
–○社会構造の変化に対応できる強い人材の育成と「分厚い中間層」の復活

–○すべての子どもに、課題解決のために自ら考え判断・行動できる「社会を生き抜く力」を
育成

–考える力（クリティカルシンキング）やコミュニケーション能力等の育成、体験的な学びに
重点をおいた新学習指導要領等の着実な実施とフォローアップ

•学習指導要領は、教科ごとの「指導すべき事項（＝履修すべき事項）」は定
めている。しかし、教科を越えた「社会を生き抜く力」「考える力（クリティカル
シンキング）」などの修得について、その修得すべき内容を定め、教育方法
や評価法・単位卒業認定することは未解決の問題である。
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１ 批判的思考（クリティカルシンキング）

• 証拠に基づく論理的で偏りのない思考

– 多面的，客観的にとらえる

• 内省的思考（リフレクション）

– 「相手を非難する」よりも，自分の思考を意識的
に吟味する，メタ認知

• 問題解決や判断を支えるジェネリック（汎用
的）スキル

– 目標志向的

– 学業，市民生活，仕事の実践を支える
• 問い，情報収集，推論，行動決定，問題解決
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4.行動

決定
問題解決

態度

批判的思考の構成要素(楠見,2011)

3.推論
帰納・演繹

価値判断

2. 推論の
土台の検討

情報の
分析・評価

１明確化

解釈

情
報
（メ
デ
ィ
ア
、
発
言
、
書
籍
な
ど
）

客観的，多面的論理的

内省・熟慮

探究心
証拠重視
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2 ジェネリック（汎用的）スキル

• さまざまな学問領域，市民生活，職業におい
て適用できる技能，転移可能な技能

– コアスキル，キイ・コンピテンシー，
employable skills，社会人基礎力と対応

– 批判的思考力，コミュニケーション能力や問題解
決能力、チームワーク能力（社会的スキル）

– ジェネリックスキルは、大学教育において、専攻
分野にかかわらず、学部教育で習得すべき内容
として，学士力の構成要素として位置づけ (中
教審, 2008)
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学士力
大学卒業までに学生が最低限身につけなければならない能力 （中教審，2008）

【汎用的技能】
▽コミュニケーションスキル ：日本語、(外国語)で読み、書き、聞き、話す
▽数量的スキル：自然・社会的事象を，シンボルを活用して分析・理解,表現
▽情報リテラシー ：ICTを用いて，多様な情報を適切に使い、活用
▽論理的思考力 ：情報・知識を複眼的・論理的分析、表現 ▽問題解決力

【知識】
▽異文化の理解：外国などの文化を理解
▽社会情勢や自然、文化への理解：人類の文化や社会情勢などを理解

【態度・志向性】
▽自己管理力：自らを律して行動できる
▽チームワーク、リーダーシップ ：他者と協力して行動、目標実現
▽倫理観 ▽市民としての社会的責任
▽生涯学習力 ：卒業後も自ら学習

【統合的な学習経験と（創造的）思考力】
知識、技能、態度を総合的に活用し、問題を解決

→学士力を身につけるために、高校卒業までに生徒が身につけておくべき能力
としては、学士力の（外国語）（創造的）などの規準を緩めたものとなるのでは



コンピテンシー

• 個人が発達させたスキルの集まり（レパートリー）

– 仕事などの課題での成績（パフォーマンス）を支える
（もとは心理学の概念）

DeSeCoプロジェクト（OECD,2003）のキイコンピテンシー

1.道具(言語、知識、テクノロジーなど)の相互作用的利用

→PISAのリテラシー概念へ

2.異質な人からなる集団における交流（ﾋｭｰﾏﾝｽｷﾙ）

3.自律的活動（生活・人生に責任をもつ）

– 中核には、個人が思慮(内省性)を持って行動すること

• 変化に応じて経験から学び、批判的スタンスで考え
活動する力
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リテラシー

PISAにおけるリテラシー
情報にアクセスし，管理・統合・評価する能力

• 知識の実生活での応用のためのコミュニケーション

– 読解リテラシー（読解力）
• 書かれたものの理解，利用，熟考

– 数学リテラシー（数学応用力）
• 生活における数学的な根拠に基づく判断，数学の活

用

– 科学リテラシー（科学応用力）
• 科学的知識を活用した，自然界を理解し，意思決定

• 証拠に基づいて結論を導く能力
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情報の
アクセス
取り出し

コントロール方略(メタ認知)
読解,要約,精緻化方略

テキストの解釈/統合 熟考・評価
テキストの
内容と形式

の熟考・評価

PISA読解リテラスシーのレベル4以上に必要な

批判的読解プロセスの下位尺度と方略

幅広い
一般的な
理解形成

解釈の
展開

外部の知識テキストの内部の情報 9

賛否の土台
になる事実を
見つける

隠れた前提
を明確化

一貫性チェック
比較，推論

規準に基づく
批判的判断
信頼性の評価

日本の得点 530点 520点 521点
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研究・

学問リテラシー

市民リテラシ－
（経済,政治,健康,心理など）

読解・メディア・
情報リテラシー

科学・数学
リテラシー

リテラシーの階層(楠見,2010)
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批判的思考

知識・スキル

態度（熟慮，論理，客観，探究，証拠重視）

市民生活に必要な
実践的知識に基づく

コミュニケーション能力

大学院教育
大学教育

高校教育

小中教育



21世紀型スキル
ATC21S（Assessment & Teaching of 21st Century Skills,2010）

• 21世紀社会で活躍できる人材育成のため

• 情報コミュニケーション技術の進歩に対応したスキル

４カテゴリのスキル
1.思考の方法（批判的思考・問題解決・意思決定，創造力、

学習方略・メタ認知(認知過程に関する知識)）

2.仕事の方法（コミュニケーション、チームワーク）

3.仕事のツール（情報リテラシー，ＩＣＴリテラシー）

4.世界の中で生きる方法（地域と国際社会での市民性 ，

人生とキャリア設計，異文化理解と対処能力を含む個人
および社会的責任）

さらに、内容的知識（コア科目）として，語学，芸術，数学，経済学，科学，地理，歴史
政治などに基づいて，批判的に思考し，効果的にコミュニケーションすることを重視
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DeSeCo PISAリ

テラシー
学士力 社会人

基礎力

21世紀

スキル
マイヤーレポート
（オーストラリア）

思考
スキル

道具の
相互
作用

読解 技能

シン
キング

思考の
方法

情報収集・分析・
整理

コミュニケーショ
ン

科学 知識

数学
数学的考えや技
術の使用

創造的
思考力

問題解決

テクニカル
スキル

仕事の
ツール

技術の使用

人間関係
スキル

集団
交流

態度

チーム
ワーク

仕事の
方法

他者と、チームで
働く

自己管理
スキル

自律性
アクショ
ン

生きる方
法

活動の計画と組
織

まとめ：ジェネリックスキルの対応表
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自立･自発

社会･市民

ICT

仏語
外国語

数学・科学

人文教養

フランス
共有の基礎
（2007）

DeSeCo
(2003)

ドイツ
基礎学校学習
指導要領
(2004)

その他

思考
スキル

道具の
相互
作用

事象
（知識）

コミュニケーション

生態学（自然）

政治
文化

（学習）方法

テクニカルスキル
身体，健康，ス
ポーツ

人間関係
スキル

集団
交流

社会

自己管理
スキル

自律性 自己

参考：義務教育レベルのコンピテンシー（補足）
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• じょうずに学習するためのスキルは、メタ認知（認知過程に
関する知識とコントロール）の心理学にもとづく

• 自分に適した学習方略（スキル）を修得することによって、
学習を効果的に進め、成績が向上する

• 学習をコントロールする方法
1. どのくらい難しい，重要な問題か？

例:自分の経験や将来と結びつける

2. いま，自分はどれだけ覚えているか
例:前にやったことを覚えているかチェックする

3. どの方法をとるか
例:今まで習ったことと関連づける

• 学習をコントロールするために知っておくこと
1. 自分の能力： 例:数学の公式の導出法の理解は15分でできる

2. 課題の性質や難しさ：例: 穴埋めは選択式より難しい

3. 方法の有効性： 例：英単語は意味の派生をあわせて覚えるとよい

→高校生が、初歩の心理学に基づいて、自らの学習を振りかえり、
学習方略に自覚的になることは有益

３ 学習方略（スキル）の重要性



• 読解力向上には，読むことが好きになることに加えて
学習方略の育成が重要（社会経済的背景より直接影響力大） 15

25.7
19.4
20.2

23.7
26.7
23.5

39.6
30.7
25.0

14.3
17.6
26.1

0.4

0.4

0.2

0.2

赤字は日本
青字は韓国
緑字は上海
黒字はOECD

0.2

要約方略の有効性認知

読書に対する楽しさと動機

社会経済的背景
(両親学歴・職業，家財，本)

数値は指標1単位
あたりの得点上昇
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教科を越えた知識の関連づけは，たまにする



教科を越えた知識の関連づけは
読解力，科学，数学リテラシー得点を高める（PISA2009）
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＜ ＜ ＜

＜ ＜ ＜

＜ ＜ ＜
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自己経験との関連づけはほとんどしない（日）
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自己経験との関連づけは
読解力，科学，数学リテラシー得点を高める（PISA2009）

＜ ＜ ＜

＜ ＜ ＜

＜ ＜ ＜
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４ 批判的思考の教育方法
3つのアプローチ(Ennis,1989)

1. 汎用（ジェネラル)アプローチ
– 科目を越えた批判的思考スキルなどを総合的な学習の

時間などの授業で明示的に教える方法

2. 導入(インフュージョン)アプローチ
– 各教科の教育において批判的思考スキルなどを明示的

に教える方法

3. 没入(イマージョン）アプローチ
– 学習者は教科内容に深く没入することを通して，批判的

思考スキルを明示的に教えられなくても，気づきによって
獲得することを目指す教え方（従来の教育）

4. 混合(ミックス)アプローチ
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各教科の導入アプローチを通して形成される
批判的思考のスキルの例

• 国語
– テキストの批評（批判）的読解

• 地理歴史
– 資料の批判的読解，出来事の証拠を分析・比較・整合性の検討

• 公民
– 倫理、政治、経済、国際関係などの学習における論述・討論を通して自

らの考えを批判的に吟味

• 数学
– 統計グラフの批判的検討、確率事象の理解
– 問題解決における類推，帰納，演繹の利用、論理的説明

• 理科
– 科学リテラシー，研究法（統制群との比較，仮説検証等）の理解
– 生物、地学などにおける生活に関わる多様なデータの読み取り

• 情報
– 情報リテラシー



批判的思考教育の混合アプローチ
による取り組み例(楠見2011)

滋賀県立膳所高等学校 進学校（普通科・理数科）

目標

• 「サイエンスリテラシー」（批判的思考力・創造性・独創性）

• 「生きる力」（課題発見・探究・プレゼン能力）の育成

• 自然に対する興味・関心を持ち，主体的に探究していく課題
解決能力の育成

• 国語力・語学力を備え国際的な幅広い視野を持つ

①カリキュラム開発：総合的学習「探究」，課題研究

②高大連携・接続の拡大充実：京大，滋賀医大特別授業

③Glo-calな視野に立った国際交流：琵琶湖調査と英国ケ
ンブリッジ大でのｻｲｴﾝｽﾌｪｽで発表，現地高校生との交
流，環境研究所訪問調査



総合的学習「探究」（1年生）

1．1学期：個人探究のスキルの育成

問題設定、探究の手法、批判的思考、

コンピュータ操作

2．夏休み：個人レポート作成

3．2学期：レポートの輪読と相互批評

グループでのプロジェクト活動

4．冬休み：個人の分担分作成

5．3学期：共有とまとめ、

ポスター発表
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現代文：評論における批判的読解指導
対象 高校2年生

単元名 評論（3）

教材 吉川弘之「技術者の心」 大修館書店『精選現代文』

授業のねらい 論理的文章を理解することに加えて,主張や根拠が妥当か,論理的
に筋が通っているか,別の考え方はないかを考える批判的読み方の育成

授業 1-2時：ことがら・論理の読み取り

3-4時：分析的・批判的読み,他者との相互作用

5-6時：筆者の立場から論理の再吟味と論理構成につ

いての検討

学習形態 ３つの学習を組み合わせて実施

(1)個人での批判的読み：ワークシートを用いて，トゥールミンの議論モデ
ル，批判的読みチェックリスト(苅谷,1996)を学習した後に，テキストへ
の反論,著者の立場からの再反論,論理構成などを検討した．

(2)協調学習による読みの交流：(1)に基づいて6-8人の小集団による討
論や相互批評をおこない，その過程をワークシートに記録した．

(3)クラス全体の批判的読みの共有：(2)の前に一斉授業による教授，
後に班ごとの発表をおこなった
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批判的学習スキルの学年変化



批判的思考態度と科学への興味が
学習スキルを通して学習コンピテンスと科学自己効力感に及ぼす効果

数値は影響の強さを示す標準化パス係数
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•多くの立場から考える
•証拠を重視する,…

授業がよくわかる，…

•生活や社会に当てはめる
•本や資料を調べる,…

科学について知識を得る
ことは楽しい…

健康記事，
酸性雨，食
品ラベル，
環境の生
物影響の
理解…

問いを立てる，仮説を検証す
る，レポートをまとめる…



５ まとめ

• 高校生が身につけておくべき最も重要なもの
が考える力（批判的思考力）である。

– ジェネリックスキルとして、学業，市民生活，仕事
の実践を支える

• 生徒の学習方略（スキル）の修得は、学習成
績を向上させる

• 考える力（批判的思考力）の教育は、各教科
や総合的な学習の時間で明示的,暗示的に

教える混合アプローチがある
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